
「腫瘍遺伝学セミナー」を開催 

2012 年 2 月 9 日 

 

2月9日（木）にがん進展制御研究所棟4階 会議室において，京都大学大学院医学研究科・遺伝薬理学 園下 

将大講師を迎え， 「AesはNotchシグナルを阻害して 大腸がん転移を抑制する」と題して，腫瘍遺伝学セミナー

を開催しました。 

 セミナーでは，園下先生ご自身の最新の研究成果を示されながら，大腸癌の新規転移抑制因子Aesとその分子

機序について，大変興味深いご講演を頂きました。 

セミナーには，所内外の研究者並びに大学院生ら22名が参加し，活発な質疑応答や意見交換が行われました。 

 

 

 

 

 

 



腫瘍遺伝学セミナー 

AesはNotchシグナルを阻害して 
      大腸がん転移を抑制する 

講演者 
 
京都大学大学院医学研究科 
遺伝薬理学・講師 
 

              園下 将大 先生 

連絡先：大島（がん進展制御研究所・腫瘍遺伝学研究分野 内線6760)  

日時：平成24年２月９日(木) 16:00〜17:00 

場所：金沢大学がん進展制御研究所 4F 会議室 

 園下将大先生は、京都大学武藤先生の研究室で、大腸癌の転移に関する

研究をされており、すばらしい研究成果を発表されました。 

 このセミナーでは、最新の大腸癌の転移の機構についての研究成果をお

話していただける予定です。 

 皆様奮ってご参加下さい。 
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